
一般財団法人松本市スポーツ協会会計規程 

(目 的)  

第１条 この規程は、一般財団法人松本市スポーツ協会(以下｢この法人｣という。)の会計処理につ

いて必要な事項を定めることを目的とする。 

(経理及び出納責任者) 

第２条 事務局に、出納責任者を置く。 

２ 出納責任者は、事務局長とし、会長が任命する。 

３ 出納責任者は、金銭の出納及び保管の会計事務を行う。 

(会計職員) 

第３条 事務局に会計職員を置く。 

２ 会計職員は、出納責任者の命を受け、会計事務を行う。 

(会計の区分) 

第４条 会計の区分は、次のとおりとする。 

⑴ 一般会計 

⑵ 特別会計 

(予算の作成) 

第５条 事務局長は、毎年３月末日までに翌年度の予算見積書及び付属書類を作成し、会長に提出

しなければならない。 

２ 予算は、収入にあってはその性質、支出にあってはその目的に従って、大科目、中科目に区分

する。 

３ 補正予算についても、前項の手続きを準用する。 

(予算の流用) 

第６条 支出予算を同一大科目内の他の中科目へ流用しようとするときは、専務理事の承認を得な

ければならない。 

(予備費の充当) 

第７条 予算外の支出又は予算超過の支出に充てるため、支出予算に予備費を計上することができ

る。 

２ 予備費の充当は、会長が決定する。 

(決 算) 

第８条 事務局長は、毎会計年度終了後２ヵ月以内に決算書を作成し、会長に提出しなければなら

ない。 

(金銭の取扱い) 

第９条 事務局長は、すべての金銭を会長が指定する金融機関に預け入れて保管しなければならな

い。ただし、止むを得ない理由のあるときは、この限りでない。 

(収支手続) 

第１０条 事務局長は、収入又は支出の必要があるときは、その収支の原因となる書類に基づいて

収入伝票又は支出伝票を作成し、記載区分に従って処理しなければならない。 

(支 払) 

第１１条 支払いは、適正な支払請求書の提出のあった日から原則として３０日以内に行うものと

する。 



２ 支払いをしたときは、債権者の領収書又はこれに代る証拠書を徴さなければならない。 

３ 支払いについては、銀行等振込みを行った場合は、取引銀行等の出納印のある受取書等をもっ

て、領収書に代えることができる。 

４ 特別の理由により、領収書を徴し難い場合は、事務局長は、その理由を記した支払証明書によ

り処理することができる。 

(関係書類) 

第１２条 事務局長は、会計に関する諸帳簿として、次のものを常に整理しておかなければならな

い。 

⑴ 現金出納帳 

⑵ 銀行勘定帳 

⑶ 予算差引簿 

⑷ 収入支出証書 

⑸ 予算書 

⑹ 決算書 

⑺ 基金台帳 

⑻ 備品台帳 

⑼ その他必要な帳簿 

(寄附金の取扱い) 

第１３条 この法人に対し金銭の寄附があった場合は、寄附者が指定したもののほかは、会長が使

途を決定し、理事会に報告するものとする。 

(補 則) 

第１４条 この規程に定めるもののほか必要な事項は、会長が別に定める。 

 

附 則 

財団法人松本体育協会会計規程は廃止する。 

  附 則 

   この規程は、一般財団法人設立の登記の日(平成２５年４月１日)から施行する。 

附 則 

   この規程は、令和２年６月２６日から施行する。 


